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多施設観察研究（T-FLAG 研究）のデータ 
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この研究では、社会的フレイルの有病率とその関連因子を調査しました。2022 年 6 月から 8

月の間に、Kihon Checklist （KCL）および社会的フレイルに関する質問票に回答した 3 施設通

院中の全関節リウマチ（RA）患者 655 名の患者を対象としました。社会的フレイルについて、

Makizako 社会的フレイル指数を用いて評価しました。対象患者の平均年齢は 68 歳、疾患期間

の平均は 12 年で、73%が女性でした。社会的フレイルが認められた患者は全体の 30.8%で、

さらに 36.5%が社会的プレフレイルと分類されました。 

解析の結果、年齢および HAQ-DI は社会的フレイルの独立した関連であることが明らかにな

りました。年齢が高いほど、また HAQ-DI スコアが悪化するほど社会的フレイルの割合が増加

しました。また、KCL の「孤立」ドメイン （質問 16 および 17）が社会的フレイル指数と最も

強い関連を示し、スコアが高いほど社会的フレイルの割合が高いことも明らかになりました。 

これらの結果から、RA 患者における社会的フレイルは年齢や身体的障害と関連しており、特

に「孤立」との関係が強いことが示唆されました。これにより、社会的フレイルの早期発見や

介入がリウマチ患者の生活の質向上に重要であることが分かりました。 
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